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’ 「l3らまち九条の会｣会報■⑨
2022(令和4)年 5月10日

条の会は、戦争放棄の憲法9身■は局きち九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に「戦争を’
しない国・日本」であることを願い、「鈴木安蔵の出身地の九条の会」を誇

りに活動する自由な市民の会です。支持政党や宗教を問わず、何の拘束も

なく、匿名でも入会できる気軽な会です。■結成は2005年12月。今年で

17年目。隔月で会報を発行。会費は年千円。■会員は南相馬市原町区を中
q本会のシール(デザイン：朝倉悠三さん） 心に390名と増えています。
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?的ﾗｲﾅ侵略に思う②＜戦争は絶対にいけない＞⑦
2月24日から始まったロシアのウクライナ侵略について、

会員さんや事務局員の思いを寄稿していただきました。
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まるで火事場泥棒のようななど､まるで火事場泥棒まがいの言説

改憲論や核兵器共有論勇欝巽繍麗呈二
事務局長 早坂吉彦 ばできません

◆私達は今、百年程前の世界にタイ 思い出しましょう。
△スリップしているのかもしれません。 90年程前、我が国は
日々伝えられるロシアの侵攻によるウクラ 柳条湖事件を侵略の
イナ国内の戦況（この用語をこれほど身近 契機に、中国大陸を
かに使っている自分に戸惑っています）は 支配すべく国を挙げて走り出したので
現実世界には決して起り得ない、映画の中 はなかったでしょうか。しかもネオナ
の“阿舅叫喚”だと思いたい気持ちを抑 チからウクライナの人々を解放するな
えることができません。 どの名目ではじまった今回のロシアと

時代錯誤の国家元首だ｡た-号人α命勧、ほぼ同様の手口を使ってですb
弓齪こした､とりかえしのつ力ない悪業が と書くと、現代の日本では他国から
次々に明らｽ]Yこなり、しかも二カ月間劃詞ﾉﾄて の侵攻は想定されても、他国に攻め
い細産私雷ﾖな師i髄くだ感砿い罰ご入ることなどあり得ないと考える人が
けで弐一万可調沌じように核兵器や大 いるかもしれません。ほんとうにそう
量破壊兵器を保持しk強固な軍事同盟を 信じてよいのでしょうか。

結ん可ﾉ恩さすⅧ米各国をはじぬ世界1コ 私は正直混乱しています。混乱しな
砺蹴W訓参炭函肋ることがで認ﾉr可ﾉ1がらウクライナの町で硬直した若い女
細を私電3ど獅鞄γ､…でしょう。性の死体が穴の中に投げ入れられてい
そんな折も折、国内ではに九条無力論」 るテレビの映像が頭の中に繰り返し
や「改憲論｣、果ては「核兵器共有論」 思い出されます6
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今年の総会は中止としきす
6月19日に本会総会の開催を予定していましたが､コロナ感染が収まらな

い現在､3年連続で大変残念ですが今年2022年総会は中止とします｡「総会

資料｣は会報とは別に郵送いたします｡ご理解ください。 （事務局一同）
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や世界平和のために外交努力を 戦争の火種は日本の政治劾中にも
事務局 石田賢二

◆7年前「何か戦争の匂いがする。気のせいで

あってほしい」との投稿を読んだ記憶がある。そ
れが現実の事となって世界に衝撃を与えている。

「人は何故戦争をするのかj日本においても

戦争は国民が望むのではなく、国家に惹き起こ

されてきたことは沢山の事例が物語っている。

過剰なまでの秘密主義報道や言論の検閲によっ
て国民の行動力を剥奪Lﾉている姿が見えている

が、それが悪しき情欲を孕んでいることを、何時

照
れ、あの塗炭の苦しみの後平和を望んだ中か

ら生まれた「現憲法」を否定するようなボディ
ブローを打ち込んでくること。「日本国憲法」前文

に掲げる、崇高な理想と目的を達成しようと世
界に墓ったことを、それによって国民の安寧を
保とうとしたことを忘れたくないのです。
戦争の火種の匂いは、露。ウクライナのこ
とではなく、日本の政治家の中に煉り続けて
いるものだと私は思っていた。

一一一七

南相馬市 72歳 女性会員

◆テレビの映像は、モノクロームのウクライ

ナの街を写し出している。ロシアの爆撃によ

るものだと理解するのに、そう時間はかからな
かった。日本のテレビのレポーターが、ポーラ

ンドに逃げて来た老婦人にインタビューをした。

逆に涙ながらに「貴方の国に避難するにはど

うしたら良いの」と質問され、言葉が見つから

ず胸がしめつけられたと言っていた。3．11の

得体の知れない放射能の恐怖に逃げまどった

自分達と重なった。

私達の住む南相馬は、また強い地震が来て

います。隣家の屋根は真新しいブルーシート
で奮われています力：新芽力憶吹き爆弾は降っ

て来ません。それでも心のどこかに放射能の恐

怖は存在してます。
過去の惨禍の反省から強く平和を願った先賢

人による「雷胡条｣。“ヒロシマ”出身の日本の

リーダーは、自国の憲法を誇り世界の人ﾉﾏの平

和に最大の外交努力に尽力され

ますよう願って止みません。

昨日黄色のマーガレットを買

いました。ウクライナの国の花

ひまわりによく似ています。


